
第２層生活支援コーディネーターにおける取組 

～社会福祉法人と企業の共同による参加型イベントの開催～ 
 

１ 社会福祉法人と企業の共同による参加型イベントの開催の概要 

    社会福祉法人職員が、法人が所有する車で三八城地区住民を八食センターまで送迎し、「八食

料理道場」、「お楽しみ抽選会」、「食事」、「買い物」、「健康教室」などのさまざま企画を一度に組み

合わせた参加型イベントを提供する取組。 

（１）法人名                             市内の日常生活圏域  

社会福祉法人みやぎ会                         

（２）担当地区のセンター名   

高齢者支援センターみやぎ 

（３）取組の開始時期 

      令和４年８月から試行的に開始 

（４）対象地区である三八城地区の情報  

    【三八城地区】    （R4.9.30 現在）  

      〇総人口      11,757 人 

〇高齢者人口    3,290 人 

〇高齢化率       28.0％                                 

２ 取組の経緯 

    令和 4 年度の高齢者支援センターみやぎの主な重点活動及び目標に、地域住民と施設との関係

性の再構築や地域企業との連携を推進するというものがあった。また、三八城地区で開催されたワーク

ショップにおいても「コロナ禍で集まる機会が少なくなったので外出する機会をつくる。」などの地域住民か

ら声も聞かれていた。これらを踏まえ高齢者支援センターに配置している生活支援コーディネーターを含

めた法人職員が、八食センターと打ち合わせを重ね、八食センターで買い物など通じて楽しく健康にな

ることを目的とした「八☆笑ウォーク」を開催することとなった。具体的には、社会福祉法人みやぎ会が、

三八城地区住民を八食センターへ連れて行き、介護予防教室や買い物を行うなどの企画であった。 

３ 実績 

実施日 対象地区 対象者 備考 

R4.８.29 

三八城地区 

15 人 

法人が所有する車で住民を送迎 R4.10.4 12 人 

R4.12.6 14 人 

４ 対象者 

   地区の民生委員を通じてのチラシ配布や、介護予防教室に通っている高齢者に対して参加を促した。 

５ 今後の取組 

    今年度、参加した高齢者からの意見を踏まえ、来年度もこの取組を法人と企業と協議しながら、 

  開催していく。 

     

利用者の声 

 

資料３－２ 

笑って、運動して 

理想の一日でした。 

退職してから、体を動かす機会

が少なかったので、充実した 

一日でした。 

 


